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Abstract
This paper was an attempted inquiry into the results of the survey in Dali City conducted as joint 
research by Itagaki, Ochiai, and Miura, over the period of two years from ２０１６２０１８.　Dali City 
and Lijiang City, two representative major sight-seeing areas in Yunnan possess a sense of presence 
with their untouched outdoor museums, and regardless of whether or not they are registered as world 
heritages they are celebrated as some of the few sight-seeing areas in China to draw many tourists 
from around the world.　In this survey we thoroughly discussed points of view such as the current 
state of the Dali Castle district which was extremely prosperous in ancient times, the impact of its 
registration as a world heritage has had on it becoming a target for Japanese tourists, how the“food”
culture of the local citizens has changed in light of the tourism, and the preservation of a continuing
“food”tradition, among other topics.
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このうち、 文物 （文化財）、 非物質文化遺産 
（無形文化財）、伝承人、人間国宝を 国・省・市・
県の政府がそれぞれ認定し、保護の等級は国家
レベル・省レベル ・市レベル ・県レベル の４
段階に分けられている。
２００５年７月から２００６年４月にかけて、国務院
が「第一次国家非物質文化遺産リスト」の選定
を行い、全国３１の省、自治区、直轄市、香港、
マカオから１,３００件以上の申請があった。２００６年
５月２０日発表のリストでは計５１８件が認定され
た。また中国国内のリストだけでなく、ユネス
コの代表一覧表にも多数が記載されている１１）。
２０１７年度の調査では、雲南省における観光化
の地域差が大きいこと、住民の意識の相違点な
どが明確になった。今後は雲南省の他地域にお
ける地域文化資源の活用や今後の展望を観光学
及び博物館学から調査を継続するものである。
また前述のとおり、「世界遺産」登録それ自
体の観光目的地化への誘因としての力は短期的
な限られた影響力に留まるため、持続的（sustain- 
able）な「有名性」の保持が重要となる。持続
的な「有名性」に関する情報発信に留意し継続
することこそが、地域やその住民、行政に求め
られている。
さらに、多数の観光者に支持される観光資源
を維持するためには、地域でのマネジメントや、
ブランド化といった手法も求められる。日本に
おいても、例えば長野県は山地が多く、地理的
な条件から稲作が困難である地域も存在した。
それゆえに「信州そば」と認知される地域ブラ
ンドは構築されたのだが、子どもの頃、「貧し
い象徴」としてソバを食べた経験を持つ長野県
出身者が、おとなになってもソバがおいしいと
思えないと語ったことがある。観光資源の新た
な創出に、観光者あるいは他者の視点と評価が
影響をもたらし、それが当事者の意識をも変え
る可能性がある。６
　
 .で述べた３つの観光資源は
観光者が求める、滞在地域の「暮らし」そのも
のである。環境や風景の受容に大きく影響する、
第一次産業に関連した地域での取組みや施策が、
持続可能な観光振興の一助となるのである。
注
１） 落合知子，板垣朝之，三浦知子［２０１８：１０１１１０］
２） 陰劼・鳴海邦碩他［２００４：８３］
３） 池田拓朗２０１８.１０.３０講演時資料「長崎のキリス
ト教と世界遺産」p.１７ より筆者が２０１８年１０月２０日
作画、作成。
４） 富岡タウンガイド協会資料より筆者が作図、作
成。
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写真５　染める作業（板垣氏撮影）
　http://www.silkmill.iihana.com/visitors.php
　（２０１８年１０月２０日閲覧）
５） 京都市産業観光局資料「京都総合観光調査」Ｈ
２９年度版より転載
６） 松村嘉久［２００１：３１３５］
７） 雲南省人民政府（http://www.yn.gov.cn/）（２０１８
年１１月４日閲覧）
８） 梅川智也［２０１４：１０１９］
９） 落合知子，板垣朝之，三浦知子［２０１８：１０９］
１０） 横山廣子［２００４：１９０１９３］
１１） なお，本稿は青木豊，落合知子，中村浩，前川
公秀　第４章「風土資源を活かした野外博物館の
観光」［２０１８：１０１１１０］に加筆したものである。
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